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大阪府
	１　安全キャンペーン事業等
府民の安全に対する危機意識を高めていただくため、「ひったくり」や「自転車盗」等の街頭犯罪に焦点をあてるとともに、高齢者を狙った「振り込め詐欺」被害防止も含め、安全なまちづくり推進月間（10月）に安全キャンペーン事業等を展開した。
○　安全なまちづくり街頭キャンペーン
　　　日時：平成23年10月1日（土） 14:00～15:00
　　　場所：大阪ステーションシティ（JR大阪駅）時空（とき）の広場
内容：防犯教室、街頭キャンペーンの実施
○　大阪安全なまちづくりフェスタ
　　　日時：平成23年10月23日（日） 13:00～14:30
　　　場所：阿倍野区民センター　大ホール
　　　内容：ボランティア団体表彰式、事例発表、防犯教室等の実施
２　地域安全センターの設置促進
　　小学校の余裕教室等を活用した地域の安全活動拠点として、「地域安全センター」の整備を促進し、子どもの見守り活動・地域防犯活動の活性化を図った。
　　平成23年度は89小学校区に設置し、平成21年度の事業開始から195小学校となり、22市7町で活動を展開した。
　【設置市町】
  　池田市、豊中市、箕面市、高槻市、茨木市、守口市、枚方市、四條畷市、東大阪市、八尾市、河内長野市、藤井寺市、松原市、羽曳野市、大阪狭山市、泉大津市、和泉市、高石市、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、泉南市、豊能町、能勢町、太子町、河南町、忠岡町、田尻町、岬町
３　少年補導センターの設置促進
　　地域にねざした少年非行対策を進めるため、市町村における少年補導センターの設置や少年補導ボランティアの養成を図り少年非行防止に努めた。
　　平成23年度は12市町で設置し、平成21年度の事業開始から21市町で活動を展開した。（箕面・東大阪市は事業開始前に設置）
主な少年非行防止活動として、合同補導、同行補導を149回、研修会を17回実施した。
【設置市町】
泉大津市、池田市、阪南市、和泉市、高石市、大阪狭山市、大東市、藤井寺市、茨木市、柏原市、吹田市、松原市、泉南市、門真市、島本町、太子町、田尻町、河南町、忠岡町、熊取町、豊能町
４　青色防犯パトロール活動の促進
住民の力では及ばない深夜や広域的な警戒を実施するため、犯罪多発地域における深夜時間帯の青色防犯パトロール事業を実施した。
平成23年度（6/1日～）は、25台体制で運用を開始し、昨年12月（12/20日～）には、多発傾向にあった車上ねらい・部品ねらいを抑止するため、重点警戒部隊として更に10台を追加して、35台体制で運用し、警戒を強化した。
５　犯罪被害に遭いにくい都市環境の整備
　　安全で安心な都市環境づくりをめざし、防犯カメラの設置や明るいまちづくりを推進した。
· 街頭犯罪多発地域防犯カメラ総合対策事業
市町村、警察等と調整を行い、街頭犯罪の多発する駅前等の地域に防犯カメラを設置する市町村を支援した。（30市町、約1750台）
· 防犯灯のＬＥＤ化促進事業
市町村、警察等と調整を行い、街頭犯罪多発地域にＬＥＤ防犯灯を設置する市町村を支援した。（20市町、約1700灯）
· 繁華街等における防犯設備の整備
歓楽街等（ミナミ地区18台、キタ地区16台、淀川地区23台、都
　　島地区16台）に防犯カメラ73台を設置した。
６　ホームページの運営
安全なまちづくりに関する情報を、府のホームページで幅広く提供した。
　○　各種防犯対策の紹介
　○　地域安全センターをはじめとするボランティア団体の活動紹介
７　ひったくり防止デーでの取組み 
ひったくり防止デーの取組みとして、土木事務所等が実施している防災キャラバン等と連携するなどし、各種イベントでひったくり防止カバーの取り付けを実施した。
８　地域安全マップ利用サービス
各地域において通学路等における要注意箇所情報等を共有できる電子地図システムを効果的に運用し、地域安全マップシステムの利用向上を図るため作成指導等行い、地域安全マップの普及促進に努めた。
【共有情報】
防犯要注意箇所、交通要注意箇所、その他要注意箇所、地域安全情報、こども110番の家、子供被害情報
９　ミナミ活性化事業
大阪ミナミの活性化を図るため、府、警察本部、大阪市、経済団体等が協働して環境浄化などに取り組む「ミナミ活性化協議会」に参画し、平成24年２月８日に共同アピール、啓発イベントを実施した。
10　大阪府青少年健全育成審議会による検討及び条例の制定
　　子どもを性犯罪から守る対策を検討するため、大阪府青少年健全育成審議会に第４部会を設置し、集中的な審議と、審議によりとりまとめた報告書をもとに、府民や府議会の意見を踏まえ、「大阪府子どもを性犯罪から守る条例（案）」を府議会に提出し、条例が制定された。
11　商業活性化総合補助金事業
商店街の視点から安全・安心なまちづくりに寄与するため、安全性の向上を図る商店街等に対し、防犯カメラ等の防犯対応設備の設置を支援する市町村に対して助成を行い、平成23年度は、３市３団体に制度を活用した。
12　歩車道分離柵の設置
　　歩行者の交通安全と併せ、ひったくり等の犯罪を防止するため、府内一円において、歩車道分離柵の設置等を実施した。
13　大規模公園における安全対策事業
「大阪府安全防犯指針」に基づき、府営公園における犯罪防止に配慮した公園整備として、特に、生活・通学路として利用されている園路及び同園路周辺便所、駐車場の照明設備の整備、改修を行うとともに、同時に園路の植栽による死角の解消等を行った。
○　生活・通学路として利用されている園路及び周辺便所、駐車場の照明設備の整備、改修。　⇒大泉緑地
○　生活・通学路として利用されている園路の植栽による死角の解消。⇒適時対応（各府営公園にて）
14　府営住宅の建設における防犯面の配慮
「防犯に配慮した共同住宅に係る設計指針」に基づき、府営住宅の防犯仕様の対応を行った。
【建設中】
23団地3,939戸（内訳：Ｈ19年着工1団地(53戸)、Ｈ21年着工１団地(527戸)、Ｈ22年着工13団地(2,195戸) 、Ｈ23年着工8団地(1,164戸)）
【建設完了】
７団地1,013戸（内訳：Ｈ20年着工1団地(280戸)、Ｈ21年着工６団地(733戸)）
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	１　地域安全センターの設置促進
子どもの安全見まもり活動をはじめとする自主防犯活動の活性化を図るため、小学校の余裕教室等を活用した地域の活動拠点として「地域安全センター」の設置を促進し、大阪府と連携の上、各自治体・地域住民・学校等への働き掛けを行った。
大阪府内には250小学校区（平成24年３月末現在）に設置され、うち大阪市内には55小学校区で「地域安全ステーション」モデル校としての取組みが進められており、警察からの働き掛けにより、モデル校以外の７校区で取組みが開始された。
２　「ひったくり防止デー」による集中啓発の実施
毎月11日の「ひったくり防止デー」には、自治体、事業者、府民等と連携し、オール大阪の体制で、ひったくり防止に関する広報啓発活動を集中的に実施した。
３　「全国地域安全運動大阪府民大会」の実施
全国地域安全運動（平成23年10月11日～20日）の実施に先駆け、「安全・安心なまち大阪」の実現を目指し、府民、警察、関係機関・団体等が一体となって活動する気運を盛り上げるため、（社）大阪府防犯協会連合会と共同で「全国地域安全運動大阪府民大会」を開催した。
○　全国地域安全運動大阪府民大会
日時：平成23年10月8日（土）
場所：大阪市中央公会堂（参加人員：約800人）
４　犯罪抑止に向けた街頭キャンペーン等の実施
平成23年10月１日、大阪市北区のJR大阪駅5階時空（とき）の広場において、大阪府、大阪市との共催による「大阪府安全なまちづくりキャンペーン」を開催し、大学生ボランティア『みっくす』等と連携して、ひったくり防止カバーや自転車盗難被害防止用ワイヤー錠を配布して啓発活動を実施した。
平成23年10月23日、阿倍野区民センターにおいて「大阪安全なまちづくりフェスタ」を開催し、地域防犯活動に功労のあった団体への知事表彰及び大阪市長表彰を行ったほか、ボランティア団体による活動報告を行い、府民の防犯意識の高揚を図った。
５　ホームページを活用した地域安全情報の提供
府民の身近で起こる犯罪発生状況を分析した地域安全情報（振り込め詐欺、ひったくり、子どもに関する事案、自転車盗等）を府警ホームページ（地域安全情報活用コーナー）で、府民等が活用しやすいようポスター形式等にして掲載した。
６　大阪府警察情報提供ネットワークシステムの活用（安まちメール等）
予め登録された府民に、身近で起こる犯罪（「ひったくり」、「路上強盗」、「子供被害情報」等）の発生情報や防犯対策情報を24時間体制で提供する「安まちメール」、犯罪の発生状況を各警察署のホームページで公開する「地域安全情報提供システム」を運用し、タイムリーかつ地域に根差した情報発信活動を行い、府民の更なる防犯意識の高揚を図った。また、「安まちメール」においては、これまでの配信内容に加え、強制わいせつ等の被害情報や犯罪注意報も配信可能とした。
７　地域や企業等における防犯リーダー等の養成の促進
幅広い業種を通じて、犯罪発生情報や防犯対策情報等の地域安全情報の発信を可能とするため、警察庁の警察活動基盤整備モデル事業として、警察から企業等に地域安全情報を提供する「安まちアーカイブ」（公開用データベースサーバ）を活用して防犯情報の提供を行った。
また、平成24年２月17日、「企業リーダー養成講座」（183団体（219人参加））を開催し、地域、企業、市町村における防犯リーダーの養成を行った。
８　繁華街等における防犯設備の整備及び防犯活動の推進
繁華街に防犯カメラの設置を行い、防犯環境の整備促進を図るとともに、主要ターミナル等への防犯環境の整備促進を働き掛けた。
　　また、繁華街等における強引な客引き等の迷惑行為の予防・啓発のための防犯活動を行う事業を緊急雇用創出基金を活用して実施した。（平成24年３月末で事業終了）
９　「安全なまちづくり推進協議会」の充実強化
地域の犯罪情勢に応じた事業計画のもと、参画団体が協働して、安全なまちづくりに関する取組みを展開した。
街頭犯罪抑制に向け、ひったくり防止カバー取付キャンペーンや、自転車盗対策として、施錠忘れを防止し、ツーロックを促すよう、ワイヤーロック等の補助錠の取付キャンペーンを実施するなどして府民の防犯意識の高揚を図った。
各地域において、地域住民による防犯への関心が高まったほか、地域住民による積極的な取組みが展開された。
· 自治会や地元学生ボランティア、事業者、行政機関等が一体となり
「安全なまちづくり壁画」を作成（淀川署）
· オリジナルひったくり防止カバー等の作成（西成署等）
10　ボランティア団体の自主防犯活動に対する支援
府民の自主防犯活動を支援し活動の活性化を図るため、平成17年度から警察庁が実施している「地域安全安心ステーション」推進事業の実施団体（府下15団体（全国800団体））に対し、警察庁及び府警から活動用物品の貸付等や、一昨年、警察庁モデル事業として結成した防犯ボランティア団体「大阪学生ボランティアネットワーク『みっくす』」に対し、ジャンバー等の活動用品を貸与し活動を支援した。
また、府下の学生ボランティアの活性化を図るため、平成24年１月27日、大学生ボランティア７団体参加の「防犯ボランティア地域交流会」を開催した。
その他、平成23年度の警察庁のモデル事業である「現役世代の参加促進を図る環境づくり支援事業」として、堺市所在の「株式会社クボタ堺製造所」において「堺防犯協議会クボタ堺製造所安全・安心見守り隊」が結成されたことから、青色回転灯やパトロールベスト等の防犯パトロール用品を貸与し支援を行った。
（参考：防犯ボランティア団体（H23年末：1,719団体、193,815人））
11　青色防犯パトロール活動の促進　
青色防犯パトロール活動の促進を図るため、犯罪発生情報等の情報提供を積極的に行ったほか、青色防犯パトロール活動団体への講習や合同パトロールの実施等、活動の支援を行い、また、府警ホームページにおいて、活動内容や効果的な取組みについて紹介し、青色防犯パトロール活動の促進及び士気の高揚を図った。
　（参考：青色防犯パトロール活動（H23年末：428団体、971台））
12　まちぐるみによる子ども安全対策事業の推進
警察官ＯＢ17人を「子どもの安全見まもり隊サポーター」として雇用して、府下の各小学校区で行われている地域住民による子どもの安全見まもり隊活動を支援し、活動の継続・活性化を促進した。
また、見まもり隊活動に参加できない地域住民に対しては、出来る範囲で子どもの安全を見守るように働き掛けを行うとともに、地域の事業者等に活動への参加を呼び掛け、まちぐるみで子どもを見守る活動を促進した。
13　子どもを犯罪から守るモデル地区活動
子どもを犯罪から守るモデル地区（62警察署で実施）において、主に次の活動を推進した。
○　警察、自治体、学校、ＰＴＡ，民間ボランティア団体による連絡会の開催
　○　通学路、児童公園等における防犯環境の点検
　○　広報啓発活動の推進
　○　警戒活動の実施
14　性犯罪等を未然に防止するための各種対策の推進
子どもや女性を対象とする性犯罪等及びその前兆と見られる声かけ、つきまとい等事案が発生した段階で、警察署に対策班を投入して支援し、性犯罪等被害の拡大防止、未然防止を図る先制・予防的活動を実施した。
また、府民、事業者等に対する防犯対策の働き掛け、広報啓発活動を推進した。
15　防犯モデルマンション登録制度の推進　
犯罪被害に遭いにくい共同住宅の普及を目的に（社）大阪府防犯協会連合会が事業展開する、「大阪府防犯モデルマンション審査基準」に適合した共同住宅を「防犯モデルマンション」として登録する制度について、その普及促進を図った。
（参考：登録件数（H24年３月末現在923件））
16　防犯モデル駐車場登録制度の推進
大阪府安全なまちづくり条例第14条「犯罪の防止に配慮した駐車場の普及促進」に基づき、（社）大阪府防犯協会連合会が事業展開する、犯罪の防止に配慮した構造、設備の基準を満たしていると認められる駐車場を「大阪府防犯モデル駐車場」として登録する制度について、その普及促進を図った。
（参考：登録件数（H24年３月末現在245件））
17　道路、公園、共同住宅等における防犯対策の推進
地域安全運動期間等において、安全なまちづくり推進協議会、防犯協議会等の関係機関と連携し、あらゆる広報媒体を活用し、府民への防犯対策の周知を図るとともに、防犯対策の必要な箇所・内容について協議し、防犯環境整備の働き掛けを実施した。
また、都市再開発事業に際しては、自治体及び企業に対し、防犯に配意したものとなるよう働きかけを行った。
18　大阪府防犯優良戸建住宅認定制度の推進
戸建て住宅に対する侵入盗被害の抑止を目的として、大阪府防犯設備士協会と連携し、平成23年度、全国で初めてとなる「大阪府防犯優良戸建住宅認定制度」を導入した。
現在、約170区画（予定を含む）が整備された。
19　協議会の設立及び活動の推進
大手ハウスメーカー、金融機関、警備業者等の合計11企業との間に、「府民を犯罪から守る安全・安心な大阪のまちづくりに関する覚書」を締結し、「住宅侵入犯罪等抑止対策協議会」を設立し、侵入犯罪のみならず、街頭犯罪等の抑止対策についても活動を推進した。
20　凶悪事件に発展する可能性のある侵入犯罪の防止対策
犯罪防止に配慮した共同住宅の普及について、自治体、事業者等の協力を得、各種の侵入盗被害防止活動を実施した。
○　関係団体等との連携
ＮＰＯ法人大阪府防犯設備士協会・ＮＰＯ法人大阪府錠前技術者防犯協力会と連携し、防犯設備と錠前に関する専門的知識を活用した防犯活動を展開した。
○　防犯環境整備の促進
自治体等に対して、街頭防犯カメラ及び防犯灯等の設置や設置に対する補助制度の導入等について働き掛けを行った。　
○　被害防止広報啓発活動の実施
凶悪事件に発展する恐れのある侵入犯罪の被害を防止するため、関係機関等と連携し、各種媒体、キャンペーン、防犯講習会等を実施して広報啓発活動を行った。
21　ひったくり防止カバーの普及促進
安全なまちづくりキャンペーン、毎月11日のひったくり防止デー等の機会において、自治体、関係機関、事業者等と連携し、ひったくり防止カバーの普及に努めた。
街頭犯罪多発地域等においては、女性や高齢者に対して防犯資料の配布やひったくり防止カバーの取付等を行う防犯に関する広報啓発キャラバン業務（緊急雇用創出基金事業：通称「街頭犯罪防止キャラバン隊」）を実施した。（平成24年３月末で事業終了）
　○　大阪府自転車商防犯協力会の協力を得、若い世代に受け入れられるひったくり防止カバーの作成をコンセプトに、大阪市立デザイン教育研究所の学生がデザインしたひったくり防止カバー（「見てるトリ」）を３万枚作成し、街頭キャンペーン等において、若い女性をターゲットに、自転車の前カゴへのカバーの装着を推進した。　
22　自転車盗抑止活動の推進
街頭犯罪の約５割を占める（平成23年中）自転車盗難を抑止し、総量抑制を図るため、事業者、関係機関等と連携し、以下の被害防止対策を推進した。
○　大阪府自転車商防犯協力会等関係団体と連携した、不正解錠に強いシリンダー式馬蹄錠の普及及び促進活動等を実施するとともに、ひったくり防止カバーの無料取付キャンペーンを合わせて実施した。（シリンダー式馬蹄錠への無料付替：900台、ひったくり防止カバーの無料取付：1500枚）
○　自転車盗多発地域において防犯登録の推奨を促すとともに、広報啓発活動により自転車の「鍵かけ」に関する意識啓発を実施した。　
○　自転車利用者等の防犯意識の高揚及び防盗性の高い自転車の普及促進、防犯環境の整備を実現するため、平成24年３月２日、「大阪府自転車盗難等防止対策協議会」を設立した。
23　自動車関連犯罪抑止活動の推進
　　自動車関連犯罪(自動車盗・車上ねらい・部品ねらい)の防止に配慮した構造及び設備を有する自動車並びに盗難を防止するための装置の開発や普及について、自動車製造業者等に対し働き掛けを行うとともに、盗難自動車の不正輸出防止対策の推進、犯罪の防止に配慮した駐車場の設置促進等、事業者、関係機関・団体等と連携し、総合的な自動車関連犯罪の防止活動を推進した。
○　「大阪府自動車盗難等防止対策協議会」活動の推進
・	第９回大阪府自動車盗難防止対策協議会総会の開催（H24.3.5）
・	自動車盗難等の防止に配意した自動車及び盗難防止装置の普及促進
・	防犯意識の高揚を図るための広報啓発活動を推進
・	盗難自動車の不正輸出防止対策の推進
・	関係機関・団体との連携強化
· 各種防犯対策の推進（事業者との連携等）
・	ナンバープレート盗難防止ネジの普及促進を図るため、（社）大阪府自動車整備復興会等の関係団体と連携し、府下一斉のナンバープレート盗難防止ネジ無料取付キャンペーンを実施した。（年２回）
    ・　カーナビ盗難防止ネジの普及促進を図るため、平成20年６月から継続して、（社）日本自動車犯罪協会連合会大阪府支部加盟ディーラー約700店舗の協力を得て、ユーザーが新車購入時や車検等あらゆる機会にディーラーを訪れた際、社員がカーナビ盗難防止ネジの取り付けを推奨して取り付けるなど普及に努めている。
同支部加盟のディーラー店舗においては、カーナビ盗難防止ネジの普及促進キャンペーンを行うなど、通常より安価で販売・取り付けを実施している。
・　（社）日本損害保険協会、（社）大阪府防犯協会連合会の協力を得て、車上ねらい被害防止の広報啓発幕を約2,000枚作成し、駐車場管理者等に配布した。
・	（社）日本損害保険協会の協力を得て、「阪神タイガース」のロゴ入りの車上ねらい被害防止を広報するうちわ２万枚を作成し、京セラドーム大阪での「阪神VS広島戦」開始前に配布した。
・	（社）日本損害保険協会の協力を得て、車上ねらい被害防止の広報しおり約20万枚を作成し、府下の書店等で配布した。
・	駐車場経営者及び同管理者に対する、防犯環境の整備についての働きかけを実施した。
・	府警ホームページ等を活用し、盗難防止等の広報啓発活動を実施した。
・	緊急雇用創出基金事業を活用した抑止活動を実施した。（オートバイ盗等の街頭犯罪被害防止推進事業、自動車ナンバープレート盗難防止ネジ普及推進業務：平成24年３月末で事業終了）
・	スーパーマーケット等大型商業施設の協力を得て、駐車場において、ナンバープレートやカーナビ盗難防止ネジの取り付けを実施し、盗難防止ネジの普及促進を図った。
・	多発するカーナビ盗難被害の防止を目的に、インターネットオークションにおける盗品の流通を遮断するため、警察庁に対し、インターネットオークション出品者による製造番号やシリアル番号の表示の義務化等に関する法整備等について要望を行った。
24　コンビニ強盗抑止活動の推進
コンビニ強盗は模倣性が強く、犯行がエスカレートし、凶悪事件へと発展することが懸念され、治安に対する府民の不安感を増大させる要因のひとつとなっていることから、店員の防犯意識の向上や防犯カメラ等防犯設備の整備の充実等について、各店舗、各コンビニ事業本部に対する指導を強化し、コンビニ事業者と連携し、各種対策を推進した。
25　振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺被害防止対策の推進 
自治体、関係機関、事業者と連携し、特殊詐欺に対する府民の「抵抗力」を高めるための広報啓発活動を推進した。
· 「安まちメール（犯罪注意報）」を活用し、オレオレ詐欺の注意喚起を行った。
· 「ジェイコムウエストグループ」（14局）の協力を得て、オレオレ詐欺の現状、手口、対策等について放映し、注意喚起を行った。
○　府警音楽隊による「ランチタイムコンサート」の場を活用し、特殊詐欺被害防止に関するチラシの配布やオレオレ詐欺の手口、対策を紹介するなどし、注意喚起を行った。
○　日本酪農協同(株)（毎日牛乳）と連携し、牛乳配達時に振り込め詐欺被害防止チラシを配布（19,190軒）し、注意喚起を行った。
○　大阪府金融機関防犯対策協議会の協力を得て、特殊詐欺被害防止チラシ3,000枚、ポケットティッシュ3,500枚、メモ帳2,100冊を作成し、合同で街頭キャンペーンを実施し、同ノベルティーを配布し、注意喚起を行った。
○　「第５回地域防災防犯展」、「防災・防犯フィールドワークキャラバンin泉南」等において、自治体等と合同で広報啓発を実施した。
○　キャンペーン等で活用できるオレオレ詐欺被害防止の広報用ＣＤ（音声版）を作成し、各警察署に配布した。
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	１　地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
学校の安全管理に関する取組みを一層充実するため、安全指導に関する識見を有する警察ＯＢ等を地域学校安全指導員（スクールガード・リーダー）として市町村が委嘱し、各小学校で巡回・見まもり等に従事する子どもの安全見守り隊等の学校安全ボランティア（スクールガード）を活用するなど、地域における学校安全に取り組む体制づくりを支援するとともに、安全で安心できる学校を確立することができるよう、学校の巡回指導、評価及びスクールガードに対する指導を実施した。
（補助率：国・府・市町村 1/3（政令市・中核市除く））
２　学校安全教育推進事業
「子どもの安全確保推進月間」を周知し、「子どもを守る大人のスクラム」というスローガンのもと、学校、家庭、地域住民が協働して子どもの安全確保に向けた取組みを推進した。
【周知の方法】
○　教育委員会のＨＰや府教委ニュースの利用
○　当該月間の趣旨を記載した「啓発用デザイン」の府内公立学校園へデータ配信（「啓発デザイン」の校園内外への掲出や児童生徒等への配付、学校園ホームページへの掲載などの方法による周知）
３　教育コミュニティづくり推進事業（おおさか元気広場）
放課後や週末等に、安全で安心な子どもの活動場所を確保するとともに、地域のボランティアの方々の参画・協力を得て、子どもの体験、交流活動等の活性化を図ることにより、地域社会全体で子どもの豊かな成長を育む教育コミュニティづくりを推進した。
○　市町村事業
「おおさか元気広場推進事業」と「放課後児童健全育成推進事業」を連携しながら実施
・　安全管理員、学習アドバイザー、コーディネーターの配置
○　府直接執行事業
・　府立支援学校でのおおさか元気広場推進事業の実施
４　「公立学校における幼児、児童及び生徒の安全確保に関する指針」に基づく取組みの推進
公立学校における幼児、児童及び生徒の安全確保に関する指針に基づき、公立学校、児童福祉施設等における幼児、児童、生徒等の安全確保を図った。
○　通学路等における防犯環境の整備促進
○　安全確保のための活動を行うための協力体制の確立
○　情報連絡体制の確立
○　安全情報の提供等
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	１　青色防犯パトロール活動経費の支援
青色防犯パトロールを行う団体に対し、大阪市青色防犯パトロール活動交付金を交付した。
２　青色防犯パトロール活動物品の支給
青色防犯パトロール活動を新たに実施しようとする団体に対し、活動物品(青色回転灯、マグネットシール、標章ケース、ＬＥＤ信号灯、蛍光ベスト、防犯腕章)を支給した。（５団体）
３　青色防犯パトロール車両の貸出
　　青色防犯パトロール活動を新たに実施しようとする団体に対し、車両を調達するまでの期間、青色防犯パトロール車両を貸出すとともに、経費の一部を補助した。（２団体）
４　「防犯サポーター」の配置
警察官ＯＢを区役所職員として配置し、青色防犯パトロールの活動促進や防犯指導等を実施した。（東住吉区・東淀川区・平野区）
５　街頭犯罪多発地域への防犯カメラ設置費補助等
　　街頭犯罪多発地域における指定駅周辺および大阪府・警察署・大阪市が必要と認めた箇所等に町会が防犯カメラを設置する場合に要する費用を補助した。(819台)
　　区民センター等公共施設に防犯カメラを設置した。(58台)
６　落書き消去活動にかかる用具・材料等の支給
　　落書き消去活動を行う市民団体等に対して、区役所窓口において消去用溶剤やローラー等を支給した。
７　地域特性を反映した防犯啓発事業の推進
　　安全マップづくりや地域団体との協働による街頭キャンペーンなど、地域の特性を反映した防犯施策を実施した。
８　各区安全なまちづくり啓発事業
各区役所において、区安全なまちづくり推進協議会と連携して、安全なまちづくりに関する広報・啓発事業を実施した。
９　防犯ボランティア活動の支援
市民が安心して防犯ボランティア活動が行えるよう、本市に防犯ボランティア活動団体登録をした団体について「大阪市市民活動保険」を適用し、活動中に発生した事故等に対する補償を実施した。
10　オートバイ用ナンバープレート盗難防止ネジの配布
部品ねらい、オートバイ盗の抑止対策として、盗難防止用ネジを市税事務所・区役所窓口や防犯キャンペーン等で配布した。
11　カーナビ用盗難防止ネジ取付費補助
部品ねらいの抑止対策として、事業者を対象にカーナビ用盗難防止ネジの取付にかかる費用の一部補助を実施した。（1,368台）
12　各区における夜間の青色防犯パトロールの実施(委託事業)
13　自転車盗難防止監視員の配置（委託事業）
14　ミナミに関する環境浄化対策、環境美化対策の推進
ミナミ活性化協議会街頭啓発イベント・キャンペーンを実施した。
　　誰もが安全で安心して楽しめるミナミのまちを築くためにミナミ地区において、街頭アンケート調査を実施し詳細な現状を把握した。
15　区役所職員による「地域安全防犯業務」の実施
　　地域との連携を図りながら、犯罪・事故の未然防止に向けた巡回監視、施設点検、指導・啓発等を実施した。（市内24区約240名を配置）
16　市職員による安全なまちづくり事業の実施
○　「あんしんパトロール」の実施
市が所有する作業車両等約2,350台に「あんしんパトロール」と記載したステッカーを貼付して走行し、犯罪等の現場に遭遇した場合の被害者保護や警察への連絡・通報を実施した。
○　本市職員による青色防犯パトロール活動の実施
　　　事業所等が所有する公用車を活用して、職員による青色防犯パトロールを実施した。
また、１９台の電気自動車を同パトロール用車両として導入し、全区において青色防犯パトロールを実施した。
　○　電気自動車による青色防犯パトロール出発式の実施(10月4日：大阪市役所前、全区車両24台)
17　「安全安心な公園づくり」の推進
身近な公園において、公園周辺の道路からの見通しを確保するため、道路沿いの部分を開放的に整備するとともに、夜間の必要な照度を確保した。
18　地域の防犯活動の支援に向けた市営住宅空き住戸等の活用
　　防犯活動の拠点を確保したいという地域団体等（市営住宅の存する区に限る）に対して市営住宅空き住戸・空き駐車場を無償（光熱費等は使用者負担）で貸与した。
19　地下道及び自転車駐車場等における防犯設備の整備
　　地下道･高架下道路への防犯ベル及び立体式自転車駐車場への防犯カメラ・防犯ベルを設置した。
20　道路照明灯の整備
21　「子どもの安全指導員」の配置
　　子どもの安全確保のため、警察官のＯＢにより市内の校園を巡回して警備を実施した。また、「こどもの環境ととのえ隊」等の全市統一運動を実施した。
22　青少年指導員・青少年福祉委員などが、青少年の非行防止や犯罪被害防止のため各校区で夜間の青少年への声かけ巡回活動などの社会環境の浄化活動を実施した。
23　「子ども110番の家」事業を推進した。
24　大阪市安全なまちづくり推進協議会を開催した。
25　大阪市安全なまちづくり推進月間（10月）における安全なまちづくり功労団体表彰及び啓発イベント、街頭啓発キャンペーンを実施した。
26　ミナミ活性化協議会街頭啓発イベント・キャンペーンを実施した。
27　安全なまちづくりガイドブックを作成、配付した。
28　各種地域防犯啓発ポスター等作成、配付
· 「車内カラッポ宣言車」表示板(6,000枚)の配付・自転車ワイヤー
錠(1,500個)の配付
·  ひったくり防止ネットの各区配付(10,000個)
·  ひったくり防止啓発ポスター作成（2,000枚）
·  ひったくり防止・自転車盗防止啓発チラシ作成（10,000枚）
·  子ども見守り啓発ポスター作成（2,000枚）
29　地域防犯対策に関する意識調査を実施した。
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堺市

	１　「堺市安全・安心・快適なまちづくり推進本部」を中核にした事業の推進
　　関係部局及び区が連携し、関係機関、団体等と緊密な連携を図り、総合的かつ効果的な事業展開を行った。
２　堺市安全なまちづくり会議（幹事会・本会議）の開催
３　「春の地域安全運動」及び「全国地域安全運動」で啓発活動を実施
４　「地域安全運動」の周知用懸垂幕の掲出（７ヶ所）
５　安全なまちづくり街頭キャンペーンの実施
市内各地でひったくり防止カバー、ワイヤー錠の取り付け等街頭キャンペーンを実施した。
６　市内を走る南海バスに「車上ねらい防止」の啓発マグネットシートを取付け、企業と連携した広報啓発活動を実施した。
７　公用封筒への安全啓発標語を印刷
８　出前講座（ひったくり防止講習会）の開催
９　「広報さかい」を活用した啓発活動の実施（31万部発行）
10　性犯罪防止ポスターを作成し、マンション等へ配付した。
11　地域安全用ポスターの作成
12　自転車駐輪場等におけるひったくり防止広報の実施（市内30箇所）
13　ホームページの作成・更新　
地域安全ニュースや防犯パトロール団体情報を掲載した。
14　公用車による街頭広報・青色防犯パトロールの実施
15　校区自治連合会等が行う街頭防犯カメラ設置事業への補助
　　街頭犯罪多発地区に所在する公共施設への街頭防犯カメラの設置促進を図った。
16　防犯灯の設置補助および防犯灯電気料金の補助、開発協議時の防犯灯設置について指導した。
17　堺市内各防犯協議会等への防犯事業補助
18　自主防犯パトロール団体支援事業
○　自主防犯パトロール団体への活動物品の支給
○　青色回転灯装備防犯パトロール車両の地域譲渡
○　青色防犯パトロール活動補助金の交付
19　こども110番の家、こども110番の車
20　「堺市安全安心メール」の配信　
携帯メール等を活用して、子どもに関する不審者情報を配信した。
21　シルバー人材センターや地元ＮＰＯ法人、自治会による学校安全管理員１人を全小学校と支援学校に配置した。
22　子どもの安全見まもり隊の活動支援
全小学校区に「子どもの安全見まもり隊」の活動物品購入費を配当　し、傷害・賠償責任保険に加入した。
23　小学校及び支援学校小学部新入生へ防犯ブザーを貸与
24　警察官ＯＢ２人を学校安全指導員（非常勤職員）として配置し、巡回指導等を実施した。
25　安全マップの作成、安全対策の周知徹底
○　全小学校で独自の安全マップを作成
○　大阪府地域安全マップ共有システムを利用した近隣小学校区間における情報共有

	大阪通関業会
	１　安全なまちづくり啓発リーフレットの配布
２　自動車盗難防止キャンペーンポスターの配布
当業会々員への配布及び掲示の依頼を実施
３　大阪府自動車盗難防止対策協議会への参加
４　全国地域安全運動大阪府民大会への参加
５　密輸撲滅キャンペーンの実施
５月・10月の２回、府内の街頭において、盗難車密輸防止を府民に対して訴えた。
６　盗難自動車情報の通報
毎週月曜日、府警本部からの情報を取扱いの多い当業会会員に通報した。

	大阪百貨店協会





	１　安全キャンペーンの依頼にともなう百貨店各店における店内放送及び啓蒙ポスターの掲示を実施した。
２　各店で、すり・置き引きなどの防犯意識啓蒙に関する店内放送を実施した。
３　店内及び周辺のパトロールを強化した。
４　協会担当部会において防犯意見交換やその取組みに関する情報交換を実施した。

	㈳大阪府警備業協会








㈳大阪府警備業協会
	「安全なまち大阪」の確立に向けた公的事業に対する積極的な参加・推進を平成23年度の事業計画に掲げ、次の活動を実施した。
１　地域社会の安全と安心の確保に貢献するため、街頭犯罪をはじめとする各種犯罪等の未然防止活動の実施
· 青色防犯パトロール活動の実施
１７警察署の管内において、街頭犯罪をはじめとする各種犯罪等の
未然防止を目的に、５台の青色防犯パトロール車による警戒活動を継続して実施した。
· 護身術（防犯）教室の実施
幼稚園、学校、病院等からの要請に基づき、刺股の訓練や護身術の
指導等を行う「護身術（防犯）教室」を実施した。
２　全国地域安全運動「府民大会」をはじめ、各種事件事故防止運動に際して防犯意識の普及・啓発活動の実施
○　大阪府安全なまちづくり街頭キャンペーンへの参加
○　青少年育成大阪府民会議による「こども110番運動」への参加
警備業協会に加盟する会社の車両（1,501台）に「こども110番」シートを貼付し、子どもを犯罪から守る活動を実施した。
○　会報、週報の発行
会報を隔月に1,500部、週報を毎週550部発行して、防犯意識の普及・啓発活動を継続して実施した。
３　地域防災防犯技術展への参加及び広報啓発活動の実施
４　「大警協安心まちづくりメール」による子どもを守る活動の実施
府警の情報ネットワークシステムを活用し、子どもへの声かけ事案を「大警協安心まちづくりメール」として編集・加工の上、同情報を毎日、会員への発信を行い、継続して子どもを守る活動を実施した。

	㈳大阪府建築士会
	１　セミナー、相談会、講習会等の開催
２　安全なまちづくり推進協議会へ参画
泉佐野市、田尻町、熊取町の推進協議会へ委員を派遣した。
３　大阪府防犯モデルマンション登録制度審査委員の派遣
４　リーフレット等の窓口での配布

	大阪府小売市場総連合会
	１　啓発冊子（リーフレット・チラシ）等の配布
２　事務所内での啓発ポスターの掲示

	㈶大阪府私学総連合会
	１　大阪府私学教育文化会館での安全ガイドブック等の啓発冊子の配布、掲示を行った。

	大阪府自転車軽自動車商業協同組合







大阪府自転車軽自動車商業協同組合
	１　自転車無料点検及び安全キャンペーン（４月～３月）
· 自転車利用者に対する交通安全指導（街頭等での自転車安全点検・整備）を実施した。
· 府下40警察署管内で、随時、ひったくり防止ネットやワイヤー錠
を無料配布した。
· 「自転車交通ルール」に関するチラシ及び「自転車防犯登録」勧奨
のためのチラシ、ボールペン、サドルふき、クリアホルダー、ポケットティッシュを配布した。
２　ホームページへの街頭点検に関する情報コーナーを設置
３　組合加盟店へのＰＲ
組合全加盟店に自転車の交通安全ルールブックや「自転車マナーアップ強化月間」ポスター等配布し、自転車利用者の安全意識の向上と事故防止に役立つ情報を提供した。
４　地域安全運動キャンペーンへの参加（４月～３月）
自転車無料点検と合わせて、自転車かごカバーの取付や鍵かけキャンペーンを実施した。

	大阪府商店街連合会
	１　地域安全防犯マスコットキャラクター「あんちゃん」（ぬいぐるみ）を制作し、大阪市に寄贈した。
２　商店街連合会（北区）の活動を機関誌に掲載した。

	（NPO法人）大阪府錠前技術者防犯協力会









	１　防犯ＰＲリーフレットにシンボルマークを表示した。
２　「大鍵協防犯啓発コーナー」を常設設置した。
　【設置場所】
・　曽根崎コミュニティプラザ防犯コーナー（府警）
・　天王寺警察署内
・　ＡＴＣ輸入住宅促進センター内
３　府警、大阪府、各自治体、団体等が行う地域安全活動に参画した。
４　各自治体の「安全なまちづくり推進協議会」に参画した。
５　府警、大阪府の依頼で、放置自転車等、開錠業務への協力を行った。
６　行政や府民からの依頼に基づき、「無料防犯診断」や「安心できる錠前業者」の紹介を行った。
７　大阪商工会議所（会員）への広報活動を実施した。
８　防犯講習会を実施した。

	大阪府中古自動車販売協会

	１　会報での啓発活動
ＪＵ大阪ニュース（会員向け650部発行）への掲出を実施した。
２　ポスター、リーフレット、チラシ等を活用した啓発活動
会員へのチラシの配布、本部・支部でのポスター掲示及びカウンター上にチラシを設置した。

	㈳大阪駐車協会
	１　大阪府防犯モデル駐車場登録制度の普及啓発の実施
２　大阪府及び大阪市の安全なまちづくりの啓発活動への参加及び協力
３　駐車場防犯カメラ設置費補助金交付事業の実施

	大阪府中小企業団体中央会
	１　機関紙「大阪の中小企業」での啓発活動
推進月間のＰＲやひったくり等についての注意喚起について機関誌に掲載し、啓発活動を実施した。
２　事務所内でのＰＲ活動の実施
事務所内の来客用資料配布棚への安全ガイドブック等を配置した。
３　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
啓発グッズの配布等を実施した。
４　「中小企業団体大阪大会」での啓発活動
安全なまちづくりに関する啓発チラシの配布を行った。

	(NPO法人)大阪府防犯設備士協会


























(NPO法人)大阪府防犯設備士協会
































(NPO法人)大阪府防犯設備士協会




	１　安全なまちづくり運動への参加と支援
○　街頭犯罪の抑止活動としての街頭防犯カメラの設置支援等
　　　「街頭犯罪ワーストワン返上を確固たるもの」とするため、前年に引き続き、府警との連携のもと、大阪府、大阪市、堺市等が推進する街頭防犯カメラ設置事業に関し、設置時の助言や設置工事等の支援を実施した。（相談受理：延23回、延28人）
○　大阪府防犯優良戸建住宅認定制度の推進
「住宅侵入犯罪抑止対策協議会」との連携による「大阪府防犯優良戸建住宅認定制度」の評価・認定機関として参画し、防犯設備アドバイザーが審査を実施した。（申請45件、設計審査認定45件、認定30件）
○　（社）大阪駐車協会駐車場防犯カメラ設置費補助制度の支援
（社）大阪駐車協会が行う駐車場への防犯カメラの設置費補助制度に関し、当協会で審査等行い支援した。（14件）
　○　大阪府防犯モデルマンション・駐車場の登録制度への関与
・　大阪府防犯モデルマンション登録制度の審査（申請94件、登録77件）
・　大阪府防犯モデル駐車場登録制度の審査（申請５件、登録５件）
○　警察署等からの依頼に基づく防犯活動の実施
警察署等からの要請に基づき、防犯設備アドバイザーを派遣し、防犯講話、防犯機器の展示、防犯診断を実施した。（前記「１防犯カメラ設置支援」、後記「５地域安全運動への参加」を含む。）
・　防犯講話の実施（延36回、延40人）
　　・　防犯機器の展示（延４回、延21人）
・　防犯診断の実施（延77回、延86人）
２　安全なまちづくりに関する各種協議会及び大会への参画・参加
○　安全なまちづくり推進協議会及び幹事会への参画
大阪府・大阪市安全なまちづくり推進協議会のほか、各市町村の推進協議会に参画（随時、延17回、延17人）
○　大阪府民大会に参加
○　大阪府安全なまちづくり街頭キャンペーンに参加
○　大阪安全まちづくりフェスタに参加
○　大阪府自動車盗難等防止対策協議会総会に参画
○　住宅侵入犯罪等抑止対策協議会総会に参画
３　防犯研修会及び防犯機器の展示会等の実施
○　通常総会時を利用し、防犯研修会及び防犯機器の展示会を実施した。（５月26日）
　　　課題「当社が扱う街頭防犯カメラシステムについて」
（参加会員：防犯研修会110名、展示会出展企業13会員）
· 地域防災防犯技術展等のイベント会場での防犯機器の展示及び防
犯相談を実施した。
・　第５回地域防災防犯技術展大阪（６月９日、10日）
· マンション管理フェスタ2011（９月４日）
４　優良防犯設備・機器設置の促進及び広報啓発の推進
· 優良防犯設備・機器のセミナー等開催し、優良防犯機器認定制度（Ｒ
ＢＳＳ制度）等、最新の防犯設備・機器の普及促進に努めた。
· 常設展示場の設置と各種イベントへの積極的参加
曽根崎コミュニティプラザ防犯コーナー（府警）に防犯設備・機器
　　の常設展示場を開設した。
　　　また、各種イベントに積極的に参加し、優良防犯設備・機器の展示、防犯相談コーナーの開設や防犯講話を通じて、当協会の活動や優良防犯設備・機器の広報啓発に努めた。
５　警察署等が行う地域安全運動への参加
○　各期の地域安全運動（５月、10月中）
警察署、防犯協会等の要請に基づき防犯講話、防犯機器の展示等を実施した。
６　防犯従事者等への教育事業の実施
○　防犯設備士養成講習への支援
９月９日、10日～参加97人、２月24日、25日～参加88人
○　第７回防犯設備アドバイザー養成講習等（12月12日）
養成講習～参加４人、現任講習～参加58人
○　大阪府警察防犯実務専科教養への講師の派遣（１月27日、28日）
　○　防犯カメラ・防犯機器等の展示説明（１月24日、於：パナソニック電工(株)）
７　マスコミ等の取材への対応
　　関西電力㈱情報誌「ぷれさん」（６月17日）、日本の防犯（７月５日）、住研タイムス（12月）、パナホーム(株)（１月24日）、毎日放送（２月３日）、日経新聞・産経新聞・テレビ朝日（３月２日）

	㈳関西経済同友会
	１　ミナミの環境浄化のフォローアップ
ミナミ活性化協議会に参加した。
２　美しい、安心・安全な街づくりをさらに推進するための取り組みを推進した。

	㈳関西経済連合会
	１　ミナミ活性化協議会等の「安全･安心なまちづくり」活動に賛同し、ＰＲを中心とした協力を実施

	関西鉄道協会













	１　「こども110番の駅」運動の推進
「こども110番の駅」のステッカーを見て、子どもが助けを求めてきた場合等、子どもの保護やこどもに代わって110番通報を行う対応について取り組んだ。また、この取組は、犯罪時のみでなく、日頃から安全への配慮を心がけ、安全な地域づくりに貢献するとともに、子どもにとってフレンドリーな駅を目指した。
　この「こども110番の駅」運動は全国展開されており、相談窓口を増設し、積極的な運動を展開した。（全国：172社局、2,903駅、（関西30社局（ＪＲ西日本を含む））
· 567駅において、ポスターの掲出等積極的な運動を展開した。
· 「スルッとＫＡＮＳＡＩバス祭り」の開催にあわせ、「こども110番の駅」に関するＰＲを実施した。
○　「鉄道の日記念イベント」において、広く「こども110番の駅」の広報活動を実施した。
· 「万博鉄道まつり」において、「こども110番の駅」に関するＰＲを実施した。　

	西日本電信電話㈱大阪支店
	１　公衆電話ボックスのピンクビラ対策
繁華街や駅前等のピンクビラ被害の多い場所については、撤去を継続して実施した。

	日本チェーンストア協会関西支部

日本チェーンストア協会関西支部
	１　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
○　啓発グッズの配布等を実施した。
○　店内放送にてキャンペーンの周知、啓発を実施した。
２　推進月間における加盟社店頭において、啓発ポスターの掲示を実施した。
３　会員企業間の情報伝達をより活発化し、安全・安心して利用頂ける店舗環境づくりを推進した。

	㈳不動産協会関西支部
	１　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
啓発グッズの配布等を実施した。
２　支部会報紙（10月号）による啓発活動
機関誌を活用し、「安全なまちづくり推進月間」のＰＲを行った。
３　「安全ガイドブック」会員配布
安全なまちづくり推進月間に合わせ、「安全ガイドブック」を大阪府ホームページよりプリントアウトし、会員に送付してＰＲを実施した。

	国立大学法人大阪教育大学





















国立大学法人大阪教育大学



	１　子ども達の安全な登下校への取組みの実施
○　平野５校園（特支・幼・小・中・高）が継続して各々の方法で子ども達の安全な登下校への見守りと交通安全旗を持って自転車減速の交通整理を実施した。
警備員や教師（時間のある限り）に加えて、保護者が通学（園）路において、幼稚園では登園時に４人、下校時には各２人が時間差で、安全のための立哨を行った。中・高でも週１回行うこととした。
○　保護者が自主的にローテーションを組んでいる特別支援学校においても日常的に子どもの安全にかかわる訓練・配慮がなされ、特に教師のための訓練を計画・実施した。
○　附属池田中学校では、職員・保護者による登下校指導を行い、昨年度同様に、安全を授業の中に取り組み学習できる機会をつくった。
○　附属池田小学校では、登校時に保護者が通学路９か所で見守り活動を実施したほか、「父親見守り隊」による活動を実施した。（下校時の保護者による見守り活動を試行中）
○　附属天王寺小学校では、登校時、教員が天王寺駅から学校までの通学路に、毎日２人が立哨し、児童が安全に登校できるよう、見守り活動を実施した。また、下校時は、学年の下校時刻に合わせて保護者が分担し、毎日、毎回６人程度で立哨し、安全に下校できるよう見守り活動を実施した。
２　通学路等の清掃の取組み等
· 「美フレッシュ池田」
池田市清掃デーに附属池田小中高のＰＴＡが参加し、通学路等の清掃を行うとともに、危険物、危険箇所のチェックを行った。他にも対外的に活動できる機会がある場合は積極的に参加した。
· 「附小周辺クリーンキャンペーン」
新平野フェスティバル（学校行事：11月16日）のプログラムの中
で、附属平野小学校ＰＴＡ主催の「附小周辺クリーンキャンペーン」を開催した。
保護者400人以上の参加者が、附属平野小学校周辺及び通学経路等の清掃活動に取り組んだ。
本清掃活動により、町が美しくなったり、より快適な通学路になることはもちろんのこと、地域とのコミュニケーションを図り、地域の情報を得ること等につながった。
（本活動は、大阪マラソンクリーンアップ作戦への参加も兼ね実施）

	(社福) 大阪障害者自立支援協会
	１　啓発グッズの配布
　「共に生きる障がい者展」において啓発グッズを配布した。

	大阪府ＰＴＡ協議会
	１　各単位ＰＴＡによる校区内の危険箇所の点検を実施した。
２　各単位ＰＴＡによる登下校の安全指導を実施した。
３　各地域の諸団体との共催による防犯パトロール、児童・生徒への街頭指導を実施した。
４　広報誌発行により安全なまちづくり活動などの紹介を行った。
５　「市町村ＰＴＡ」、「地区ＰＴＡ」の安全なまちづくり活動の支援を行った。
６　「東南海大地震」に向けた避難等の研修会の支援を行った。

	大阪府公立中学校長会



	１　安全キャンペーンに地域単位で参加した。
２　全国地域安全運動大阪府民大会に出席した。
３　中学校区単位の地域教育協議会での情報交換、講演等による啓発活動や巡視、地域美化活動など実施した。
４　各校における活動
○　こども110番の家運動の拡大させる取組みを実施した。
○　ＰＴＡや青少年健全育成会などの地域団体との連携による啓発活動やパトロールの実施巡視、地域美化活動など実施した。
○　各学校や通学路の安全整備についての点検及び指導を行った。
○　安全なまちづくり関係ホームページやメール情報のアクセスへの情報提供を行った。「学校だより」等による防犯に関する情報提供を行った。

	大阪府国公立幼稚園長会
	１　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
啓発グッズの配布等を実施した。
２　情報共有
理事会での安全対策に関する情報交換を実施した。
３　保護者への啓発
警察からの「安まちメール」配信情報について、保護者に周知し、安全への意識啓発を行った。
４　地域との連携による防犯対策、危機管理の充実を目的に、小中学校やＰＴＡとの交流を図るよう呼びかけた。
５　各地区における独自の取組みの推進を呼びかけた。

	(社福)大阪府社会福祉協議会
	１　機関紙「福祉おおさか」にシンボルマークを表示するなどし、大阪府安全なまちづくり推進月間のＰＲを行った。
２　大阪府社会福祉大会や大阪府民生委員児童委員協議会連合会会長会定例会で啓発グッズを配布した。
３　安全なまちづくりの推進に向け、市町村社会福祉協議会や民生委員の取組みについて機関紙等で取り上げて紹介を行った。

	大阪府小学校長会
	１　子どもの安全に関する実態調査及び情報発信を実施した。
２　校長会での安全確保に関する情報交換を行った。
３　実践事例に基づく研修を実施した。
４　地域連携をもとに、登下校の安全確保など安全なまちづくりを推進した。

	㈳大阪府防犯協会連合会











㈳大阪府防犯協会連合会
	１　機関誌「防犯おおさか」での広報啓発
年度目標について広報啓発活動を推進した。
２　広報啓発資料の作成
地域安全運動時及び犯罪発生状況をみて、ポスター等の広報啓発資料を作成し配布した。「ひったくり」については、11日の防止デーに
重点的な広報活動を推進した。
３　地域安全活動資料による啓発
平成22年中の犯罪状況、被害防止対策等をまとめた資料「安全なまちづくり」を作成し、啓発活動を推進した。
４　キャンペーン等の支援　
推進会議主催の街頭キャンペーンに参加し、活動を支援した。
５　府警本部と共催で「全国地域安全運動府民大会」を開催した。
６　防犯ボランティア地域交流会を開催した。
７　各イベントの支援
関係機関等が開催するイベント等を支援した。
８　ホームページの運営
安全なまちづくりに関する内容を掲載した。
９　防犯ビデオ、ＤＶＤによる視聴覚広報を推進した。
10　優良防犯器具の斡旋
優良防犯器具の紹介、斡旋することで、防犯意識の高揚を図った。
11　自転車防犯登録事業の推進
自転車防犯登録を勧奨し、自転車盗の防止対策を推進した。
12　大阪府防犯モデルマンション登録制度の普及促進
制度の勧奨により犯罪防止と防犯意識の高揚を図った。
13　大阪府防犯モデル駐車場登録制度の普及促進
制度の勧奨により犯罪防止と防止意識の高揚を図った。

	大阪府立高等学校長協会
	１　学校施設周辺での点検を地域と共同で実施した。
２　安全なまちづくりビデオを活用した、生徒に対する安全なまちづくりに関する意識啓発を実施した。

	㈶大阪府老人クラブ連合会







	１　機関紙「ねんりんＯＳＡＫＡ」等による啓発
平成19年度全国老人クラブ連合会の重点施策として、
子どもの見守り隊、防犯安全対策、交通安全等
の地域活動について、積極的に取り組んでほしいとの依頼に基づき、当連合会も機関紙（７月、10月、１月）及び地域支え合い活動事例集にて、随時、市町村老人クラブ「見守り隊」等の取組み状況を掲載した。
２　「子ども見守り」活動をはじめ地域の安心・安全の取組みの機運の向上を図った。

	(社福)大阪ボランティア協会
	１　啓発チラシ等の配布
大阪ＮＰＯプラザ（大阪市福島区）のラックに大阪府の啓発チラシを設置し、大阪ＮＰＯプラザ来館者・入居利用団体にＰＲを行った。　　
また、機会を見つけて、主催事業、会議等で啓発グッズを配布した。
２　安全なまちづくりに関する情報提供　
事務局職員やボランティアスタッフ（60人）への安全なまちづくりの周知を行った。

	青少年育成大阪府民会議
青少年育成大阪府民会議
	１　「こどもの安全見まもり隊」活動支援
大阪府と連携して、地域の見守り活動が継続的効果的に実施されるよう支援を行った。
２　「こども110番」事業
○　動くこども110番
公用車及び一般事業車両用ステッカー等の提供を継続実施した。
○　「こども110番月間」（8月）の実施
ＰＲグッズを配布し啓発活動を実施した。
３　青少年の非行防止活動の推進
· 暴走族追放・少年非行・被害防止強調月間の実施（７月）
啓発キャンペーンを実施し、街頭において啓発物品を配布した。
· 少年非行防止等に関する団体との連携及び啓発
関係団体と連携し、飲酒、喫煙等の防止に向けた啓発活動を実施し
た。

	(NPO法人)日本ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ・ｴﾝｼﾞｪﾙｽ近畿ブロック
	１　フライヤーや会報へのひったくり注意喚起情報の掲載
２　防犯パトロールの実施
３　キャンペーンの実施　





















平成２４年度　構成団体活動計画
	団体名
	２４年度活動計画

	大阪府






























大阪府

































大阪府




	１　総合的な治安対策の推進
治安に関する大阪の悪いイメージを払拭し、将来ビジョン・大阪に掲げた「子どもからお年寄りまで安全・安心№１大阪」を実現するため、街頭犯罪対策や子どもや女性の安全確保など犯罪の起きにくいまちづくりに取り組む。
　○　犯罪防止ネットワークの活性化
　○　非行防止と子どもの安全確保のための取り組みの強化
　○　犯罪に強いまちづくり
　○　規範意識の醸成
２　地域安全センターの設置促進
　　小学校の余裕教室等を活用した地域の安全活動拠点として、「地域安全センター」の整備を促進し、子どもの見守り活動・地域防犯活動の活性化を図る。
３　少年非行防止対策の推進
　　地域に根ざした少年非行対策を進めるため、少年非行情勢を踏まえ、真に必要な地域の活動を支援し、少年非行防止を図る。
４　青色防犯パトロール活動の促進
　　住民の力では及ばない深夜や広域的な警戒を実施するため、犯罪多発地域における深夜時間帯の青色防犯パトロール事業を実施する。
ホームページにて、青色防犯パトロール活動事例などを紹介するなど、活動の拡大及び促進を図る。
５　防犯カメラの設置促進
　　街頭犯罪のさらなる減少を図るため、防犯カメラの設置による効果を検証し、抑止効果を示しながら防犯カメラの設置促進を図る。
６　防犯環境の整備促進
　　ＬＥＤ防犯灯の設置等、街頭犯罪の抑止に効果的な防犯環境の整備についての働きかけを行う。
７　安全キャンペーン事業　
府民の安全に対する危機意識を高めるため、「街頭犯罪」、「子どもや女性の犯罪被害防止」等に焦点をあて、安全なまちづくり推進月間（10月）に合わせ、安全キャンペーン事業等を展開する。
○　街頭キャンペーン等を実施し、チラシの配布等により啓発を行う。
○　市町村や大阪府安全なまちづくり推進会議の構成メンバー等とともに、各種啓発活動を行う。
８　安全なまちづくりボランティア団体等の表彰
地域における安全なまちづくりを推進するため、地域で安全なまちづくりに熱心に取り組んでいる防犯ボランティア団体や企業等を表彰し、防犯ボランティア活動の活性化を促進する。
９　街頭犯罪抑止対策の推進
○　「ひったくり防止デー」による集中啓発の実施
ひったくりの更なる減少に向けて、毎月11日の「ひったくり防止デー」に合わせて、警察、自治体、事業者、府民等が一体となったオール大阪の体制により、ひったくり防止に関する広報活動を定期的・集中的に実施する。
　○　重点的な取組みの推進
　　　街頭犯罪全体の中でも、ワーストワンとなっている手口、前年比で増加する手口、急増する手口等に対する取組みを推進する。
10　積極的な情報提供
防犯対策、犯罪情勢、安全なまちづくりに関する情報等を、府、市町村、警察などと連携し、ホームページや広報媒体等の活用により幅広く提供する。
11　地域安全マップ利用サービス
通学路等における要注意箇所情報等を共有できる電子地図システムを運用し、府警の犯罪発生マップ等とのシステム連携を図り、子ども被害情報をリアルタイムに表示する。
12　ミナミ活性化事業
大阪ミナミの活性化を図るため、府、警察本部、大阪市、経済団体等が協働して環境浄化などに取り組む「ミナミ活性化協議会」を運営する。
13　「大阪府子どもを性犯罪から守る条例」の運用
今春制定された「大阪府子どもを性犯罪から守る条例」に基づく施策の仕組みづくりとその適正な運用に努める。
14  歩車道分離柵の設置
　　府内一円において、歩車道分離柵の設置等を行うことにより、歩行者の交通安全と併せ、ひったくり犯罪を防止する。
15　大規模公園における安全対策事業
「大阪府安全防犯指針」に基づき、府営公園における犯罪防止に配慮した公園管理を行う。また、生活・通学路に利用されている園路の植栽による死角の解消に努める。
16　府営住宅の建設における防犯面への配慮
「防犯に配慮した共同住宅に係る設計指針」に基づき、府営住宅の防犯仕様の対応を行う。

	大阪府警察本部


























大阪府警察本部

































大阪府警察本部

































大阪府警察本部

































大阪府警察本部


	１　地域安全センターの設置促進
子どもの安全見守り活動をはじめとした自主防犯活動の活性化を図るため、小学校の余裕教室等を活用した地域の活動拠点として「地域安全センター」の設置促進を図り、大阪府と連携の上、各自治体、地域住民、学校等への働き掛けを実施するとともに、活動の定着に向けた支援を行う。
２　「ひったくり防止デー」による集中啓発の実施
毎月11日の「ひったくり防止デー」を中心に、警察、自治体、事業者、府民等が一体となったオール大阪の体制により、ひったくり防止に関する広報啓発活動を継続的に行う。
３　「全国地域安全運動大阪府民大会」の実施
全国地域安全運動が平成24年10月11日から同月20日までの間実施されることに先駆け、「安全で安心なまち大阪」の実現をめざし、府民、警察、関係機関・団体等が一体となって活動する気運を盛り上げるため、（社）大阪府防犯協会連合会及び府警が主催し「全国地域安全運動大阪府民大会」を開催する。
○　全国地域安全運動大阪府民大会
開催日（予定）　平成24年９月29日（土）
開催場所（予定）大阪市中央公会堂
４　犯罪抑止に向けた街頭キャンペーン等の実施
地域安全運動等の各種機会を通じて、安全なまちづくりの気運醸成を図るため、大阪府、大阪市等と連携した街頭キャンペーン、防犯ボランティア団体への表彰等を実施する。
５　ホームページを活用した地域安全情報の提供
府民の身近で起こる犯罪発生状況を分析した地域安全情報（振り込め詐欺、ひったくり、子どもに関する事案、自転車盗等）を府警ホームページの「地域安全情報活用コーナー」において、府民等が活用しやすいポスター形式にして掲載する。
６　大阪府警察情報提供ネットワークシステム（安まちメール等）
犯罪被害に遭いにくいまちづくりを推進するため、府民の身近で起こる「ひったくり」、「路上強盗」等の犯罪、「子供被害情報」、「通り魔」等の発生情報、防犯対策情報を24時間体制で、システムに登録した府民へ電子メールで提供する「安まちメール」及び街頭犯罪等の発生情報や子供被害情報を警察署のホームページで公開する「地域安全情報提供システム」を運用し、タイムリーかつ地域に根差した情報発信活動を行い、府民の更なる防犯意識の高揚を図る。
７　地域や企業等における防犯リーダー等の養成の促進
警察から企業、自治体、自治会等に地域安全情報を提供する「安まちアーカイブ」（公開用データベースサーバ：警察庁モデル事業）への登録を働き掛け、企業等による防犯活動への協力・参加を呼びかけ、活性化を図るとともに、企業等における防犯リーダーを養成する。
８　繁華街等における防犯設備の整備及び防犯活動の推進
繁華街等への防犯カメラの設置促進、主要ターミナル等の防犯環境の整備促進について働き掛けを行う。
９　「安全なまちづくり推進協議会」の充実強化
地域の犯罪情勢に応じた具体的な事業計画のもと、参画団体が協働して、安全なまちづくりに関する取組を展開する。
10　防犯ボランティア活動を行う人材確保やボランティア活動への参加促進
防犯に関連する行事やイベント、地域における防犯活動事例等を広く紹介するとともに、高齢者が中心となって活動している府下の防犯ボランティア活動に、大学生等の若い世代、社会人（30～50歳代）等の現役世代の方々の参加促進を図り、ボランティア活動を行う人材の確保をはじめとする、防犯ボランティア活動の継続、活性化を図る取組みを行う。
11　青色防犯パトロールの促進　
青色防犯パトロール活動の促進を図るため、青色防犯パトロール講習の開催、府警ホームページにおける活動内容の紹介、地域の犯罪発生情報等の提供、合同パトロールの実施等、各種取組みを積極的に行い活動の支援を行う。
12　まちぐるみ子ども安全対策事業
警察官ＯＢを子どもの安全見まもり隊サポーターとして雇用し、府内の各小学校区で行われている府民による子どもの安全見まもり隊活動を支援し、活動の継続、活性化を図る。
また、事業者等に対し、活動への参加を呼び掛け、まちぐるみで子どもを見守る活動を促進する。
13　子どもを犯罪から守るモデル地区活動
指定モデル地区（62警察署）において、主に次の活動を推進する。
○　警察、自治体、学校、民間ボランティア、ＰＴＡ等による連絡会の開催
　○　通学路、児童公園等における防犯環境の点検
　○　広報啓発活動の推進
　○　警戒活動の実施
14　性犯罪等を未然に防止するための各種対策の推進
子どもや女性を対象とする性犯罪等及びその前兆と見られる声かけ、つきまとい等が発生した段階で警察署に対して対策班を投入して支援し、性犯罪等の拡大防止・未然防止を図る。
府民、事業者等に対しては、防犯対策を働き掛け、広報啓発活動を積極的に推進する。
15　防犯モデルマンション登録制度の推進　
住居の構造、設備、配置等について犯罪防止の視点を組み込み、犯罪被害に遭いにくい共同住宅の普及促進を図る。
現在、（社）大阪府防犯協会連合会が事業実施する「大阪府防犯モデルマンション」の普及促進を図る。
16　防犯モデル駐車場登録制度の推進
犯罪の防止に配慮した駐車場の普及促進するため、現在、（社）大阪府防犯協会連合会が事業実施する「大阪府防犯モデル駐車場」の普及促進を図る。
17　道路、公園、共同住宅等における防犯対策の推進
地域安全運動等の機会にあらゆる広報媒体活用し、府民への防犯対策の周知を図るとともに、「安全なまちづくり推進協議会」、「防犯協議会」等に参画する関係機関等と連携し、防犯環境整備の働き掛けを行う。また、都市再開発事業に際しては、自治体及び企業に対し、防犯環境整備の推進について積極的な働きかけを行う。
18　大阪府防犯優良戸建住宅認定制度の推進
大阪府警察及び覚書締結11企業とともに設立した「住宅侵入犯罪等抑止対策協議会」において、参画事業者と連携し、大手ハウスメーカーが整備する住宅において認定制度の導入を図る。
19　住宅侵入犯罪等抑止対策協議会の活動の推進
設立した「住宅侵入犯罪等抑止対策協議会」に参画する企業等と連携し、侵入犯罪及び街頭犯罪等の抑止活動を推進する。
20　凶悪事件に発展する可能性のある侵入犯罪の防止
犯罪防止に配慮した共同住宅の普及等について、自治体、事業者等の協力を得て総合的な侵入盗被害防止活動を推進する。
○　関係団体等との連携
ＮＰＯ法人大阪府防犯設備士協会、ＮＰＯ法人大阪府錠前技術者防犯協力会と連携し、防犯設備と錠前に関する専門的知識を活用した防犯活動を展開する。
○　防犯環境整備の促進
自治体等に対して、街頭防犯カメラ及び防犯灯等の設置や設置に対する補助制度の導入等の働き掛けを行う。　
○　被害防止広報啓発活動の実施
空き巣、居空き、忍込み等凶悪事件に発展する恐れのある侵入犯罪の被害を防止するため、各種媒体やキャンペーン、防犯講習会等を活用し広報啓発活動を実施する。
21　ひったくり防止カバーの普及促進
安全なまちづくりキャンペーンや毎月11日のひったくり防止デー等各種機会において、自治体、関係機関、事業者等と連携しひったくり防止カバーの普及に努める。
○　自転車前かごからの被害が多い若い世代の女性にも好まれるひったくり防止カバーを製作し、自主防犯意識の向上を図る。　
　○　ひったくりの発生実態に即した取組みとして、早朝、あるいは夜間帯に女性を対象としたひったくり防止カバーの取付活動を行う。
22　自転車盗抑止活動の推進
街頭犯罪の総量抑制を図るため、街頭犯罪の約５割を占める（平成23年中）自転車盗難防止対策を推進し、事業者、関係機関等と連携して、自転車の「鍵かけ」に関する意識啓発活動を行うとともに、不正解錠に強いシリンダー錠の普及促進を行う。
また、昨年度設立した、警察、自治体、教育委員会、自転車関係事業者・団体等で構成する「大阪府自転車盗難防止対策協議会」の活動を推進する。　
23　自動車関連犯罪(自動車盗・車上ねらい・部品ねらい)の防止活動の推進
犯罪の防止に配慮した構造及び設備を有する自動車並びに盗難を防止するための装置の開発、普及を自動車製造業者等に働き掛けを行うとともに、盗難自動車の不正輸出防止対策の推進、犯罪の防止に配慮した駐車場の設置促進等、総合的な自動車関連犯罪の防止活動を推進する。
○　大阪府自動車盗難等防止対策協議会活動の推進
・　自動車盗難等の防止に配慮した自動車及び盗難防止装置の普及促進
・　防犯意識の高揚を図るための広報啓発活動の推進　　
○　各種防犯対策の普及促進
・　ナンバープレート及びカーナビ盗難防止ネジの普及促進　　
・　駐車場管理者対策の推進（防犯環境の整備など）
・　車内からっぽ宣言運動の推進
○　ホームページ等を利用した盗難防止等の広報啓発活動の推進
24  少年補導データの有効活用
少年補導票データの分析により少年の溜まり場を特定し、街頭活動
に活用するとともに、少年サポートセンター、警察署、各種ボランティア団体等と合同補導を実施する。
25　少年非行防止・暴走族追放のための広報啓発
大阪府青少年課、府教育委員会と合同で、暴走族追放・少年非行防
止・犯罪被害防止セレモニー等の街頭啓発を実施する。
26  少年補導共助員・青少年指導員及び少年補導員との連携
少年補導共助員に対する研修会を実施する。
27  青少年健全育成条例の厳正な運用
大阪府青少年課、府教育委員会等と合同で、キタ・ミナミ等繁華街
の夜間立入制限施設に対し、条例の遵守状況等について立入検査を実施する。
フィルタリング普及促進に向けた取組を推進する。
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大阪府教育委員会

	１　地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
学校の安全管理に関する取組みを一層充実するため、安全指導に関する識見を有する警察ＯＢ等を地域学校安全指導員（スクールガード・リーダー）として市町村が委嘱し、各小学校で巡回・見まもり等に従事する子どもの安全見守り隊等の学校安全ボランティア（スクールガード）を活用するなど、地域における学校安全に取り組む体制づくりを支援するとともに、安全で安心できる学校を確立することができるよう、学校の巡回指導、評価及びスクールガードに対する指導を実施する。（補助率：国・府・市町村 1/3（政令市・中核市除く））
２　学校安全教育推進事業
「子どもの安全確保推進月間」を周知し、「子どもを守る大人のスクラム」というスローガンのもと、学校、家庭、地域住民が協働して子どもの安全確保に向けた取組みを推進する。
【周知の方法】
○　教育委員会のＨＰや府教委ニュースの利用
○　当該月間の趣旨を記載した「啓発用デザイン」の府内公立学校園へデータ配信（「啓発デザイン」の校園内外への掲出や児童生徒等への配付、学校園ホームページへの掲載などの方法による周知）
３　教育コミュニティづくり推進事業（おおさか元気広場）
放課後や週末等に、安全で安心な子どもの活動場所を確保するとともに、地域のボランティアの方々の参画・協力を得て、子どもの体験、交流活動等の活性化を図ることにより、地域社会全体で子どもの豊かな成長を育む教育コミュニティづくりを推進する。
○　市町村事業
「おおさか元気広場推進事業」と「放課後児童健全育成推進事業」を連携しながら実施
・　安全管理員、学習アドバイザー、コーディネーターの配置
○　府直接執行事業
・　府立支援学校でのおおさか元気広場推進事業の実施
４　「公立学校における幼児、児童及び生徒の安全確保に関する指針」に基づく取組みの推進
公立学校における幼児、児童及び生徒の安全確保に関する指針に基づき、公立学校、児童福祉施設等における幼児、児童、生徒等の安全確保を図る。
○　通学路等における防犯環境の整備促進
○　安全確保のための活動を行うための協力体制の確立
○　情報連絡体制の確立
○　安全情報の提供等
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大阪市
	１　青色防犯パトロール活動経費の支援
青色防犯パトロールを行う団体に対し、大阪市青色防犯パトロール活動補助金を交付する。
２　青色防犯パトロール活動物品の支給
　　青色防犯パトロール活動を新たに実施しようとする団体に対し、活動物品(青色回転灯、マグネットシール、標章ケース、ＬＥＤ信号灯、蛍光ベスト、防犯腕章)を支給する。
３　青色防犯パトロール車両の貸出
青色防犯パトロール活動を新たに実施しようとする団体に対し、車両を調達するまでの期間、青色防犯パトロール車両を貸出すとともに、経費の一部を補助する。
４　「防犯サポーター」の配置
警察官ＯＢを区役所職員として配置し、青色防犯パトロール活動の促進や防犯指導等を実施する。（中央区・港区・東淀川区・住吉区・東住吉区・平野区）
５　子どもの安全見守り防犯カメラ設置補助事業
子どもに対する犯罪の発生が懸念される小学校周辺及び通学路等において、子どもの安全確保を図るために、防犯活動団体等が設置する防犯カメラの設置経費について補助を行う。
６　子ども見守り啓発ポスターの掲示（2,000枚）
７　落書き消去活動にかかる用具・材料等の支給
落書き消去活動を行う市民団体等に対して、区役所窓口において消去用の用具・材料等を支給する。
８　地域特性を反映した防犯啓発事業の推進
安全マップづくりや地域団体との協働による街頭キャンペーンなど、地域の特性を反映した防犯施策を実施する。
９　各区安全なまちづくり啓発事業
各区役所において、区安全なまちづくり推進協議会と連携して、安全なまちづくりに関する広報・啓発事業を実施する。
10　防犯ボランティア活動の支援
市民が安心して防犯ボランティア活動が行えるよう、本市に防犯ボランティア活動団体登録をした団体について「大阪市市民活動保険」を適用し、活動中に発生した事故等に対する補償を実施する。
11　オートバイ用ナンバープレート盗難防止ネジの配布
部品ねらい、オートバイ盗の抑止対策として、ナンバープレート盗難防止用ネジを市税事務所・区役所窓口や防犯キャンペーン等で配布する。
12　各区における夜間の青色防犯パトロールの実施
夜間の街頭犯罪多発時間帯において、委託事業で青色防犯パトロールを実施する。
13　市職員による「地域安全防犯業務」の実施
地域との連携を図りながら、犯罪・事故の未然防止に向けた巡回監視、施設点検、指導、啓発等を実施する。（市内24区約240名を配置）
14　市職員による安全なまちづくり事業の実施（地域安全防犯業務を除く）
○　「あんしんパトロール」の実施
市が所有する作業車両等約2,350台に「あんしんパトロール」と記載したステッカーを貼付して走行し、犯罪等の現場に遭遇した場合の被害者保護や警察への連絡・通報を実施する。
○　本市職員による青色防犯パトロール活動の実施
事業所等公用車を活用し、職員による青色防犯パトロールを実施する。また、全区に導入した電気自動車による青色防犯パトロールを実施する。
15　安全・安心にも配慮した公園づくりを推進する。
16　道路照明灯の整備
17　地域の防犯活動の支援に向けた市営住宅空き住戸等の活用
防犯活動の拠点を確保したいという地域団体等（市営住宅の存する区に限る）に対して、市営住宅空き住戸、空き駐車場を無償(光熱費等は使用者負担)で提供する。
18　「子どもの安全指導員」の配置
子どもの安全確保のため、警察官ＯＢにより市内の公園を巡回して警備を実施する。
19　「子ども110番の家」事業の推進
20　大阪市安全なまちづくり推進協議会の開催
21　大阪市安全なまちづくり推進月間（１０月）における安全なまちづくり功労団体表彰及び啓発イベント、街頭啓発キャンペーンの実施
22　ミナミ活性化協議会街頭啓発イベント・キャンペーンの実施、歓楽街環境浄化・防犯パトロール活動
23　安全なまちづくりガイドブックの作成及び配付
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	１　「堺市安全・安心・快適なまちづくり推進本部」を中核にした事業の推進
　　関係部局及び区が連携し、関係機関、団体等と緊密な連携を図り、総合的かつ効果的な事業展開を行う。
２　堺市安全なまちづくり会議（幹事会・本会議）の開催
３　「春の地域安全運動」及び「全国地域安全運動」で啓発活動を実施
４　「地域安全運動」の周知用懸垂幕の掲出（７ヶ所）
５　安全なまちづくり街頭キャンペーンの実施
市内各地でひったくり防止カバー、ワイヤー錠の取り付け等街頭キャンペーンを実施する。
６　安全に配意した堺市オリジナル標識（ナンバープレート）の作成
７　出前講座（ひったくり防止講習会）の開催
８　「広報さかい」を活用した啓発活動の実施（31万部発行）
９　ひったくり等被害防止啓発ビデオの貸出し
10　地域安全用ポスターの作成
11　自転車に関する安全ポスター等の作成
12　自転車駐輪場等におけるひったくり防止広報（市内30箇所）
13　ホームページの作成・更新　
地域安全ニュースや防犯パトロール団体情報を掲載
14　公用車による街頭広報・青色防犯パトロールの実施
15　校区自治連合会等が行う街頭防犯カメラ設置事業への補助　　
16　防犯カメラの更なる設置促進を図るため、市民向けの「防犯カメラに関するガイドライン」の制定
　　設置者支援用パンフレット及び啓発用リーフレットの作成
17　防犯灯の設置補助および防犯灯電気料金の補助、開発協議時の防犯灯設置指導
　　ＬＥＤ某犯灯に特化した防犯灯設置補助金の新設
18　堺市内各防犯協議会等への防犯事業補助
19　自主防犯パトロール団体支援事業
○　自主防犯パトロール団体への活動物品の支給
○　青色回転灯装備防犯パトロール車両の地域譲渡
○　青色防犯パトロール車に対する軽自動車税の免除
○　青色防犯パトロール活動補助金の交付
20　「こども110番の家」、「こども110番の車」の普及促進
21　「堺市安全安心メール」の配信
　携帯メール等を活用し、子どもに関する不審者情報を配信する。
22　シルバー人材センターや地元NPO法人、自治会による学校安全管理員１人を全小学校と支援学校に配置
23　子どもの安全見まもり隊の活動支援
全小学校区へ「子どもの安全見まもり隊」の活動物品購入費を配当　し、傷害・賠償責任保険に加入する。
24　小学校及び支援学校小学部新入生へ防犯ブザーを貸与
25　警察官ＯＢ２人を学校安全指導員（非常勤職員）として配置し、巡回指導等を実施する。
26　安全マップの作成、安全対策の周知徹底
○　全小学校で独自の安全マップを作成する。
○　大阪府地域安全マップ共有システムの利用による近隣小学校区間等の情報共有。（平成24年12月終了予定）

	大阪通関業会
	１　安全なまちづくり啓発リーフレットの配布
２　自動車盗難防止キャンペーンポスターの配布
当業会々員への配布及び掲示の依頼を実施
３　大阪府自動車盗難防止対策協議会への参加
４　全国地域安全運動大阪府民大会への参加
５　密輸撲滅キャンペーンの実施
　　５月・10月の２回、府内の街頭において、盗難車密輸防止を府民に対して訴える。
６　盗難自動車情報の通報
毎週月曜日、府警本部からの情報を取扱いの多い当業会会員に通報する。

	大阪百貨店協会
	１　安全キャンペーンの依頼にともなう百貨店各店における店内放送及び啓蒙ポスターの掲示
２　各店ですり・置き引きなどの防犯意識啓蒙に関する店内放送の実施
３　店内及び周辺のパトロール強化
４　協会担当部会において防犯意見交換やその取組みに関する情報交換を行う。

	㈳大阪府警備業協会















	「安全なまち大阪」の確立に向けた公的事業に対する積極的な参加・推進を平成23年度の事業計画に掲げ、次の活動を行うこととする。
１　地域社会の安全と安心の確保に貢献するため、街頭犯罪をはじめとする各種犯罪等の未然防止活動の実施
· 青色防犯パトロール活動の実施
１７警察署の管内において、街頭犯罪をはじめとする各種犯罪等の
未然防止を目的に、５台の青色防犯パトロール車による警戒活動を継続して実施する。
· 護身術（防犯）教室の実施
幼稚園、学校、病院等からの要請に基づき、刺股の訓練や護身術の
指導等を行う「護身術（防犯）教室」を実施する。
２　全国地域安全運動「府民大会」をはじめ、各種事件事故防止運動に際して防犯意識の普及・啓発活動の実施
○　大阪府安全なまちづくり街頭キャンペーンへの参加
○　青少年育成大阪府民会議による「こども110番運動」への参加
　　警備業協会に加盟する会社の車両に「こども110番」シートを貼付し、子どもを犯罪から守る活動を実施する。
○　会報、週報の発行
会報、週報を発行して、防犯意識の普及・啓発活動を継続して実施する。
３　地域防災防犯技術展への参加及び広報啓発活動の実施
４　「大警協安心まちづくりメール」による子どもを守る活動の実施
府警の情報ネットワークシステムを活用し、子どもへの声かけ事案を「大警協安心まちづくりメール」として編集・加工の上、同情報を毎日、会員への発信を行い、継続して子どもを守る活動を実施する。

	㈳大阪府建築士会
	１　セミナー、相談会、講習会等の開催
２　安全なまちづくり推進協議会へ参画
「安全なまちづくり推進協議会」への委員の派遣
３　大阪府防犯モデルマンション登録制度審査委員の派遣
４　リーフレット等の窓口での配布

	大阪府小売市場総連合会
	１　啓発冊子（リーフレット・チラシ）等の配布
２　事務所内での啓発ポスターの掲示

	㈶大阪府私学総連合会
	大阪府私学教育文化会館での安全ガイドブック等の啓発冊子の配布及び掲示

	大阪府自転車軽自動車商業協同組合












	１　自転車無料点検及び安全キャンペーン（４月～３月）
· 自転車利用者に対する交通安全指導（街頭等での自転車安全点検・整備）を実施した。
· 府下40警察署管内で、随時、ひったくり防止ネットやワイヤー錠
を無料配布した。
· 「自転車交通ルール」に関するチラシ及び「自転車防犯登録」勧奨
のためのチラシ、ボールペン、クリアホルダー、ウェットティッシュ、ポケットティッシュの配布
２　ホームページへの街頭点検に関する情報コーナーを設置
３　組合加盟店へのＰＲ
組合全加盟店に自転車の交通安全ルールチラシや「自転車マナーアップ強化月間」ポスター等配布し、自転車利用者の安全意識の向上と事故防止に役立つ情報を提供する。
４　地域安全運動キャンペーンへの参加（4月～3月）
自転車無料点検と合わせて、自転車かごカバーの取付や鍵かけキャンペーンを実施する。

	大阪府商店街連合会
	　機関誌を活用し、商店街の防犯カメラの設置を周知する。


	（NPO法人）大阪府錠前技術者防犯協力会
	１　防犯ＰＲリーフレットにシンボルマークの表示
２　「大鍵協防犯啓発コーナー」の設置
３　府警、大阪府、各自治体、団体等が行う地域安全活動への参画
４　各自治体の「安全なまちづくり推進協議会」への参画
５　府警、大阪府の依頼の放置自転車等「開錠業務」への協力
６　「無料防犯診断」の実施や「安心できる錠前業者」の紹介
７　大阪商工会議所（会員）への広報活動
８　防犯講習会、展示会の実施
９　創立10周年記念式典の開催（６月26日）

	大阪府中古自動車販売協会
	１　会報での啓発活動
ＪＵ大阪ニュース（会員向け650部発行）への掲出
２　ポスター・リーフレット・チラシ等を活用した啓発活動
会員へのチラシの配布
本部・支部でのポスター掲示及びチラシの配布
　　イベント等でのポケットティッシュの配布

	㈳大阪駐車協会
㈳大阪駐車協会
	１　大阪府防犯モデル駐車場登録制度の普及啓発
２　大阪府及び大阪市の安全なまちづくりの啓発活動への参加、協力
３　駐車場防犯カメラ設置費補助金交付事業の実施

	大阪府中小企業団体中央会
	１　機関紙「大阪の中小企業」での啓発活動
推進月間のＰＲやひったくり等についての注意喚起
２　事務所内でのＰＲ活動の実施
事務所内の来客用資料配布棚への安全ガイドブック等を配置する。
３　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
啓発グッズの配布等を行う。
４　「中小企業団体大阪大会」での啓発活動
安全なまちづくりに関する啓発チラシの配布を行う。

	(NPO法人)大阪府防犯設備士協会　






















(NPO法人)大阪府防犯設備士協会


























	１　安全なまちづくり運動への参加と支援
○　街頭犯罪の抑止活動としての街頭防犯カメラの設置支援等
　　　「大阪府安全なまちづくり推進会議」等への参画を通じ、防犯対策の重要性を訴え、専門的立場で積極的な助言を行い、街頭防犯カメラの設置等、具体的な形で安全・安心なまちづくりに貢献する。
○　大阪府防犯優良戸建住宅認定制度の推進
府警等と連携し、「大阪府防犯優良戸建住宅認定制度」の積極的な推進を図る。
○　（社）大阪駐車協会駐車場防犯カメラ設置費補助制度の支援
（社）大阪駐車協会が行う駐車場への防犯カメラの設置費補助制度に関し、当協会で審査等行い支援する。
　○　大阪府防犯モデルマンション・駐車場の登録制度への関与
・　大阪府防犯モデルマンション登録制度を支援し、住宅侵入犯罪の抑止活動を推進する。
・　大阪府防犯モデル駐車場登録制度を支援し、自動車関連犯罪の抑止活動を推進し、安全なまちづくりに貢献する。
○　警察署等からの依頼に基づく防犯活動の実施
警察署等からの要請に基づき、防犯設備アドバイザーを派遣し、防犯講話、防犯機器の展示、防犯診断を行う。
２　安全なまちづくりに関する各種協議会及び大会への参画・参加
○　安全なまちづくり推進協議会及び幹事会への参画
○　安全なまちづくりに関する各種団体等との連携強化
　・　万引き防止対策の普及促進
府警等と連携し、防犯機器を中心とした万引き防止対策の普及促進を図る。
・　大阪府自動車盗難等防止対策協議会と連携し、自動車盗難防止対策の普及促進を図る。
３　防犯研修会及び防犯機器の展示会等の実施
○　通常総会時を利用し、防犯研修会及び防犯機器の展示会を実施する。
○　地域防災防犯技術展等のイベント会場での防犯機器の展示及び防
犯相談を実施する
４　優良防犯設備・機器設置の促進及び広報啓発の推進
· 優良防犯設備・機器等の設置及び維持管理
大阪府、大阪市等が推進する防犯カメラの整備等に関して、地域の
　　インフラ整備に積極的に取り組む。　
· 優良防犯設備・機器のセミナー等開催し、優良防犯機器認定制度（Ｒ
ＢＳＳ制度）等、最新の防犯設備・機器の普及促進に努める。
· 常設展示場の設置と各種イベントへの積極的参加
防犯設備・機器の常設展示場を開設する。
　　　また、各種イベントに積極的に参加し、優良防犯設備・機器の展示、防犯相談コーナーの開設や防犯講話を通じて、当協会の活動や優良防犯設備・機器の広報啓発に努める。
５　警察署等が行う各種行事、地域安全運動等への参加
防犯講話、防犯診断、防犯機器の展示等を実施する。
啓発資料の配布等実施する。
６　防犯従事者等への教育事業の実施
○　防犯設備士養成講習への支援
（公社）日本防犯設備協会が行う「防犯設備士養成講習」等を支援し、防犯設備士の養成及び能力の向上に努める。
○　防犯設備アドバイザーの拡充と技術の向上
講習会や実地教育を行い、防犯設備アドバイザーの能力向上を図り、当協会の専門性と指導性への信頼を高める。
７　マスコミ取材への対応

	㈳関西経済同友会
	１　ミナミの環境浄化のフォローアップ
ミナミ活性化協議会への参加
２　美しい、安心・安全な街づくりをさらに推進するための取り組みを推進した。

	㈳関西経済連合会
	１　ミナミ活性化協議会等の「安全･安心なまちづくり」活動に賛同し、ＰＲを中心とした協力を実施する。

	関西鉄道協会











	１　「こども110番の駅」運動の推進
「こども110番の駅」のステッカーを見て、子どもが助けを求めてきた場合等、子どもの保護やこどもに代わって110番通報を行う対応について取り組んだ。また、この取組は、犯罪時のみでなく、日頃から安全への配慮を心がけ、安全な地域づくりに貢献するとともに、子どもにとってフレンドリーな駅を目指す。
　この「こども110番の駅」運動は全国展開されており、本年度も積極的な運動を展開する。
· 「こども110番の駅」等で、ポスターの掲出等積極的な運動の展開
を図る。
○　「スルッとＫＡＮＳＡＩバス祭り」の開催にあわせ、「こども110
番の駅」をＰＲする。
○　「鉄道の日記念イベント」において、広く「こども110番の駅」の広報活動を実施する。
· 「万博鉄道まつり」において、「こども110番の駅」に関するＰＲを実施する。　

	西日本電信電話㈱大阪支店
	１　公衆電話ボックスのピンクビラ対策
繁華街や駅前等のピンクビラ被害の多い場所については、撤去を継続して実施する。

	日本チェーンストア協会関西支部
	１　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
○　啓発グッズの配布等の実施
○　店内放送によるキャンペーンの周知や啓発の実施
２　推進月間における加盟社店頭での啓発ポスターの掲示
３　会員企業間の情報伝達をより活発化し、安全・安心して利用頂ける店舗環境づくりを推進する。

	㈳不動産協会関西支部
	１　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
啓発グッズの配布等の実施
２　支部会報紙（10月号）での啓発
機関誌を活用し、推進月間等のＰＲを行う。
３　「安全ガイドブック」会員配布
安全なまちづくり推進月間に合わせ、「安全ガイドブック」を大阪府ホームページよりプリントアウトし、会員に送付してＰＲを行う。

	国立大学法人大阪教育大学
































国立大学法人大阪教育大学
	１　子ども達の安全な登下校への取組み
附属天王寺小学校では，登校時，教員が天王寺駅から学校までの通学路に毎日２人立哨し、安全に登校できるよう実施。
また、下校時は、学年の下校時刻に合わせて保護者が分担し、毎日毎回６人程度で立哨し、安全に下校できるよう実施。
附属池田小学校では、登校時保護者が通学路９か所で立ち当番を実施し、年2回「父親見守り隊」を行う。なお、平成23年度に引き続き下校の保護者見守りお当番の試行を行う。
附属池田中学校では、職員・保護者による登下校指導を行い、平成23年度同様に、安全を授業の中に取り組んで学習できる機会をつくる。　　
平野５校園（特支・幼・小・中・高）が継続して各々の方法で、子ども達の安全な登下校への見守りと交通安全旗を持って自転車減速の交通整理を行う。
警備員や教師（時間のある限り）に加えて、保護者が通学（園）路において、幼稚園では登園時に１人、小学校では登校時に４人、下校時には各２人が時間差で安全のための立哨をし、中・高でも週１回行うこととしている。
保護者が自主的にローテーションを組んでいる特別支援学校でも日常的に子どもの安全にかかわる訓練・配慮がなされ、特に教師のための訓練を計画している。
２　通学路等の清掃の取組み等
· 「附小周辺クリーンキャンペーン」
11月14日（日）に予定している新平野フェスティバル（学校行事）のプログラムの中で、平成23年度に引き続き、附属平野小学校のＰＴＡ主催の「附小周辺クリーンキャンペーン」を開催する予定であり、保護者の方などが、附属平野小学校周辺、および、通学経路などの清掃活動に取り組む。
清掃活動により、町が美しくなったり、より快適な通学経路になったりすることはもちろんのこと、地域とのコミュニケーションを図ったり、地域の情報を得たりする狙いがある。また、大阪マラソンクリーンＵＰ作戦への参加も兼ねる予定である。
· 「美フレッシュ池田」
池田市清掃デーに附属池田小中高のＰＴＡが参加し、通学路等の清掃を行うとともに、危険物、危険箇所のチェックを行う。他にも対外的に活動できる機会がある場合は積極的に参加する。
附属特別支援学校では、水曜日午後の「ふようタイム」の中で児童生徒による学校周辺の清掃活動を予定している。
３　地域における防災訓練参加の取組み
特別支援学校では、平成２４年度は地域とのつながりをより深めるために、喜連連合地区での防災訓練に教員の参加を予定している。

	(社福) 大阪障害者自立支援協会
	１　啓発グッズの配布
　

	大阪府ＰＴＡ協議会





	１　各単位ＰＴＡによる校区内の危険箇所の点検
２　各単位ＰＴＡによる登下校の安全指導
３　各地域の諸団体との共催による防犯パトロール、児童・生徒への街頭指導
４　広報誌発行により安全なまちづくり活動などの紹介
５　市町村ＰＴＡ、地区ＰＴＡの安全なまちづくり活動の支援
６　「東南海大地震」に向けた避難等の研修会の支援

	大阪府公立中学校長会
	１　安全キャンペーンに地域単位での参加
２　全国地域安全運動大阪府民大会への出席
３　中学校区単位の地域教育協議会での情報交換、講演等による啓発活動や巡視、地域美化活動などの実施
４　各校における活動
○　こども110番の家運動の拡大努力
○　ＰＴＡや青少年健全育成会などの地域団体との連携による啓発活動やパトロールの実施巡視、地域美化活動などの実施
○　各学校や通学路の安全整備についての点検及び指導
○　安全なまちづくり関係ホームページやメール情報のアクセスへの情報提供
○　ホームページや「学校だより」などによる防犯に関する情報提供

	大阪府国公立幼稚園長会





大阪府国公立幼稚園長会
	１　大阪府安全なまちづくりキャンペーンへの参加
啓発グッズの配布等の実施
２　理事会での安全対策に関する情報交換
３　保護者への啓発
警察からの「安まちメール」配信情報について、保護者に周知し、安全への意識啓発を行う。
４　地域との連携による防犯対策、危機管理の充実を目的に、小中学校やＰＴＡとの交流を図るよう呼びかける。
５　各地区における独自の取組みの推進

	(社福)大阪府社会福祉協議会
	１　機関紙「福祉おおさか」にシンボルマークを表示するなどし、大阪府安全なまちづくり推進月間のＰＲを行う。
２　大阪府社会福祉大会や大阪府民生委員児童委員協議会連合会会長会定例会で啓発グッズを配布する。
３　安全なまちづくりの推進に向け、市町村社会福祉協議会や民生委員の取組みについて機関紙等で取り上げて紹介する。

	大阪府小学校長会
	１　子どもの安全に関する実態把握
２　校長会での安全確保に関する情報交換
３　実践事例に基づく研修の実施
４　地域連携をもとに、登下校の安全確保など安全なまちづくりを推進する。

	㈳大阪府防犯協会連合会
	１　機関誌「防犯おおさか」での広報啓発
２　広報啓発資料の作成
３　地域安全活動資料による啓発
４　キャンペーン等の支援　
５　府警本部と共催による「全国地域安全運動府民大会」の開催
６　防犯ボランティア地域交流会の開催
７　各イベントの支援
８　ホームページの運営
安全なまちづくりに関する内容を掲載する。
９　防犯ビデオ、ＤＶＤによる視聴覚広報の推進
10　優良防犯器具の斡旋
優良防犯器具の紹介、斡旋することで、防犯意識の高揚を図る。
11　自転車防犯登録事業の推進
自転車防犯登録を勧奨し、自転車盗の防止対策を推進する。
12　大阪府防犯モデルマンション登録制度の普及促進
13　大阪府防犯モデル駐車場登録制度の普及促進

	大阪府立高等学校長協会
	１　学校施設周辺での点検を地域と共同で実施する。
２　安全なまちづくりビデオを活用した、生徒に対する安全なまちづくりに関する意識啓発を実施する。

	㈶大阪府老人クラブ連合会
㈶大阪府老人クラブ連合会
	１　機関紙「ねんりんＯＳＡＫＡ」等による啓発
平成19年度全国老人クラブ連合会の重点施策として、子どもの見守り隊、防犯安全対策、交通安全等の地域活動について、積極的に取り組んでほしいとの依頼に基づき、当連合会も機関紙（7月、10月、1月）及び地域支え合い活動事例集にて、随時、市町村老人クラブ「見守り隊」等の取組み状況を掲載の予定。
２　「子ども見守り」活動をはじめ地域の安心・安全の取組みの機運の向上を図る。

	(社福)大阪ボランティア協会
	１　啓発チラシ等の配布
大阪ＮＰＯプラザ（大阪市福島区）のラックに大阪府の啓発チラシを設置し、大阪ＮＰＯプラザ来館者・入居利用団体にＰＲを行う。　　
また、機会を見つけて、主催事業、会議等で啓発グッズを配布する。
２　安全なまちづくりに関する情報提供　
事務局職員やボランティアスタッフ（60人）への安全なまちづくりの周知を行う。

	青少年育成大阪府民会議
	１　「こどもの安全見まもり隊」活動支援
大阪府と連携して、地域の見守り活動が継続的効果的に実施されるよう支援を行う。
２　「こども110番」事業
○　動くこども110番
公用車及び一般事業車両用ステッカー等の提供を継続実施
○　「こども110番月間」（8月）の実施
ＰＲグッズの配布、啓発活動の実施
３　青少年の非行防止活動の推進
· 暴走族追放・少年非行・被害防止強調月間の実施（７月）
啓発キャンペーンの実施、街頭での啓発物品の配布
· 少年非行防止等に関する団体との連携及び啓発
関係団体と連携し、飲酒、喫煙等の防止に向けた啓発活動を実施する。

	(NPO法人)日本ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ・ｴﾝｼﾞｪﾙｽ近畿ブロック
	１　フライヤーや会報へのひったくり注意喚起情報の掲載
２　防犯パトロールの実施
３　キャンペーンの実施　
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